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１．いわゆる「待機児童」がどのようなかたちで待機しているのか、資料があ

れば提示いただき、その実態を知っておくことが必要ではないかと思います。

もしないのであれば、今後、そのようなかたちで実態把握することを考える必

要があると思います。 

  

２．保育の質についての検討は、当然ながら、子どもの発達保障という視点か

ら議論されることになると思いますが、前回会議に出ていたように、その手前

での少子化を問題にする際にも、子どもの発達という視点からの議論が必要で

あると感じました。すなわち、少子化への対応は、持続可能な社会保障システ

ムという観点ばかりでなく、現在の子どもの発達環境への影響という観点をき

ちんと入れておく必要があると思います。 
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